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ヨ 降 雪　深 積 雪　深 降雪深
初　雪 終　雪 初　日 終　日 期　間 最大値 起月日 最大値 起月日 累　計

月日 月日 月日 月日 日 om 月日 cm 月日 cm

昭和59～60年 11．27 4．1 12．15 4．19 126 84 1．16 297 1．17 1，479

60～61年 11．15 4．11 12．9 4．27 140 86 1．25 328 1．27 1，730

61～62年 11．11 4．14 12．20 4．9 111 43 1．9 189 3．3 1，059

62～63年 11．28 4．9 1．5 4．15 102 61 2．16 215 2．17 1，121

63～平成1年 11．11 3．19 12．16 3．1 76 45 1．28 81 2．4 481

平成1～2年 11．19 4．6 12．19 3．14 86 66 1．25 191 1．28 769

2～3年 11．21 3．20 12．25 4．12 109 49 2．1 230 2．25 978

3～4年 11．24 3．22 12．10 3．31 113 63 1．18 145 2．26 801

4～5年 11．26 4．10 12．11 4．12 123 53 2．25 172 2．26 841

5～6年 11．24 4．9 12．15 4．13 120 50 1．20 163 2．25 908

6～7年 11．27
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「ベルナティオ』とは、イタリア語の「美しき故郷

（Bel　Paese　Natio）」から生まれた名前で

す。十日町市が、北イタリアのコモ市と姉妹都市

の関係にあることから名付けられました。

　
珠
川
地
区
で
進
め
て
い
る
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
事
業
は
、
平
成
八
年
十

月
に
法
人
会
員
制
リ
ゾ
ー
ト
『
ベ
ル

ナ
テ
ィ
ォ
』
と
し
て
第
一
期
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

　
昨
年
五
月
の
着
工
以
来
、
珠
川
集

落
の
集
団
移
転
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
フ

ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ
、
防
災
調
整
池
、

道
路
、
上
下
水
道
、
代
替
農
地
と
し

て
の
フ
ァ
ー
ム
ゾ
ー
ン
な
ど
の
基
盤

整
備
や
、
第
一
期
開
業
施
設
と
し
て

の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ゾ

ー
ン
の
造
成
を
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー

ト
と
市
で
役
割
分
担
し
な
が
ら
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
整
備
も
順
調
に
進
み
、

い
よ
い
よ
来
春
は
ホ
テ
ル
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
セ
ン
タ
ー
等
の
主
要
建
築
物
に

着
手
す
る
子
定
で
す
。

　
今
月
号
は
、
第
一
期
開
業
に
向
け

た
施
設
整
備
や
ホ
テ
ル
計
画
の
概
要

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

欝灘

鱗
羅
、

撚
職
麟
灘
灘
、
　
．
置
・

轟

　
　
　
　
　
　
漿

雛
－
．
雛
　
、
、

　
　
　
　
　
　
“
　
｝

　
　
　
　
　
　
！
’

　
　
　
　
　
　
ビ

　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
も
　

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ロ
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
ゑ
　

　
　
　
　
　
識
、

纏灘
蜘

脳

膨

㌦ジ

6慮

態
瀞

齢
難

濃
籔
激
盛
解
醜
細
鄭
級
燭
脚

○
O
　
き
　
　
　
ノ

灘
－

欝鑛籔『灘欝禦

轟轍

罵
一｝

“騙
＼
、

＼
、

／
r

既纏懸，騨蹴
1　鐸、奪撃錫醤
　　　　、　，田　1｝
　　冨ぽ　、　　、w　、，、、醐1蔭紬f1，＾　　　」

　　　　　　　　温
　　　　オガ　　　　も　 ・　匁
　　　～＿＿＿運
擬　　　 ＿　 、

　　、コアージ　　　　　囎　・

、、＼　 ＿＼融＼、総＼よ轡＼・〉鐸

灘
ス
一
『

畿
，

鞭
、
～

、
鐸

灘
融
謙
懸
邸
襯
漁
搬

葛簿

　
　
癖

　
ロ
ヘ
ぜ
イ

　
，
・
Y
議
誤

、
説
識
、
＼
黙
齢

　
、
＼
～

　
ぺ
　
ゑ

　
　
ぎ

読、＼
＼

糞襲

懸鍵濤＼鷺翁『慧ミ’バ
　　　　　　　　　＼・＿、’＼　　　、／〆

一鰍動聲一〆拶〃でー、切、一ファームビレツジ

麺
， 藝甦　一嚢聾燃　1

　
＼

　
、
／
N

N
＼

濫
、

難・…懸i罐

欝総獣貸．麟
．簗’短ワ鷺く整・

　
、
…
灘
竃

、
、
憲

灘
、
　

憾
　
　
　
　
灘

p
簸

　
　
　
コ

　
　
　
　
、
、
　
＼

　
　
　
．
．
N
■
　
、

　
　
、
転
、
　
　
ズ
　
・

　
　
　
阯

　
＼
、
／

、
（
、
　
　
．
．
〆

｝
　
　
　
　
　
　
、
〆

　
　
　
、
灘

v
“
＼
溢
、
・

＼
　
＼
、

7
ハ
ミ

）
　
奪

父貸謎
睡響§

撫文

　
㌔
　
騨
．
讃
議
）

緯
蟹
評
謡
・

　
　
　
　
㌧
、
翻
Z
．
（
マ

　
　
　
　
　
＼
鍵
騰
噛
纏
翼
戸

贋
心
与
義

　
　
～
》
！
　
＼
　
　
》
　
　
　
～
＼
、

ノ
　
　
、
　
～
　
、
■
　
＼
　
　
＼
　
　
　
　
・

　
）
　
牧
＼
　
つ
ヴ
5
～
＼
＼
　
　
　
　
、
騨

　
　
　
阪
、

　
　
　
＼

　
ド
ペ
を

　
、
＼

　
、
．

　
、
、

　
、
、
＼X

墨

！　ノ気　　ζ　撃拷　　 臥幾ま

楓　、＼㌧一、　＼磯繍麟〆　　　　　尺1＼
、∵》叉1＼潔奪“　　、桑

ぞ壌』或＼1黙欝
莞肇輔・．態鐵

∠
．
r
琴 藷幾妻幾誕
，　　　　 、．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ…副■

裟
綱
湘
津
愚

叉
駐車場

L＿、

ー
k

、
イ
ノ

ド多目的グラウ

　｛
　も

、
、
、
ー
芹
垂

幽副～

＼
淺
翼
～
－
【
｛
｛
》
…
疋
！
｛
多

セ
ン
ト
ラ
ル
ゾ
ー
ン
周
辺
配
置
図

2



ビレツジゾーン

当間高原リゾート基本計画

ファrムゾーン

　　　　　誓
　　　　　茎
　セントラルソーン

’『D
、

、　　　　o．、
、

ゴルフゾーン

（リバーサイドコース）

報
．

．蓼

　、
　、

躍．

山麓アウトドアライフゾーン

　ダ　，　ノ
’

コウレフゾーン

（マウンテンサイドコース）

1ら4レ

美しき
ゆ

セントラルゾーン（東側）　　　ファームビレッジゾーン

第1期オープンエリア麟灘翻
ファームビレツジ・ファームゾーン慶璽璽

〈全体開発面積〉約510ha

〈全体開発期間〉平成元年～16年

〈2期以降の主な開発内容〉

＊セントラルゾーン

ホテル、当間モール、当間ミュージアム

＊ゴルフゾーン　リバーサイドコース

18ホール、クラブハウス

　　　　　　　　4
＊ビレツジゾーン

　リゾートビレッジ、ビジネスリゾートビ

　レッジ、リサーチビレッジ、フェアウェ

イコンドミニアム、ペンションビレッジ、

アートビレッジ

＊山麓アウトドアライフゾーン

山麓ビレッジ、ファミリーゲレンデ、展

望広場、キャンプ場、スポーツ広場

S㊨2．β。2　匿総馨保養地域整備濠灘曇講・施行

S㊨3．12．7　雪と緑の滋るさ老階譲イ・灘羅フ・

　　　　　》ゾード新糊塞黍構想承認
H発．2．10　「株式套粧当闘高原》ゾー閣設立

　　　　　総会
H3．5．31温泉試掘韮事完了
　　9護　埋蔵文化財の試掘及び発掘調養開始
　　1⑧．16環境実験ほ場開場式及び諦測開始

　　H．8　市道氷沢珠川線改良工事着手

　　11．25特定環境保全公共下水道氷沢汚水幹

　　　　　線工事着手
　　翅．22　土地売買等契約開始

H4。1．29　雪と緑のふるさとにマイ・ライフ・

　　　　　刃ゾート新潟」基本構想変更承認

　　2．14あてま塾竣工式

　　3。251環境影響評価準備書提出・公告

　　4．1　市環境保全条例施行　．

　　4．13十日町農業振興地域整備計画の変更．

　　　　　認可
　　8．1　馬水地区簡易水道拡張事業着手

　　12．26珠川地匿土地改良（ほ場整備〉事業

　　　　　起工式
H5．1．11環境影響評価書公告

　　5．12　農地法第5条の規定による許可

　　5．12　林地開発許可

　　5．27
　　5．29
H6．7．18

10．20

11．10珠川地区簡易水道供用開始

開発基黍協定及び環境保全協定締結

当間高原璽ゾード開発事業起工式

クラブ・ベルナティ象第一次法人会

員募集開始

ファームビ琵ッジ移転開始

人
と
自
然
が
つ
く
る
美
し
い

　
　
　
　
～
第
一
期
開
業
施
設
の
概
要
・

○
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テ
ル
　
自
然
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フ
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。
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美
し
い
環
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の
概
要
～

タ
ー
ゴ
ル
フ
場
　
十
八
ホ
ー
ル

大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め
る

環境造形のための調査・実験、

さらに商晶化への調査・育成を

行っている「花木実験ほ場」

3　と’お∬夢3　平成6年12月10日



ツインルーム、ファミリールーム、そして4

シングルにリビングをプラスしたフレンズル

ーム。また、フェアウェイ沿いには2ベッド

ルームにリビングと、ゆったりとした造りの

コテージ。美しく、ナチュラルに。自然と調

和することが設計のテーマです。

ま‘
ホテル・フラワーガーデン完成イメージ
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↑コテージ

職撫　　難態篭藁

　　、鞭、

　　　　　’、・、、蝋

　　　↑
←フレンズルーム

’触終　　＼、

　　心＿
　　　㌦　一一　　　　㌔

　　　　　　　↑

　　　ン灘　　（フ
．ノ嶽藩和ア
ー！　　　洋ミ

　　　　　　　　去

＿饗灘　・∫・羅、・

羅毒翻

☆力鎌鉱アルレストラン（80席）朝

　昼夕の至i食を提供し、一般客のほ

　か．ゴルファーが昼食等に利駕。

嚢禰食レストラン（60席と和室2室）

　民芸風の膨ストランで、和風パブ

　としても営業。

☆ロビーラウンジ　喫茶サービス可

　能。

☆大浴場　露天風呂とサウナを併設

　した温泉浴場。

☆多目的ルーム（宴会着席100人規

　模）中規模の研修、会議、結婚披

　露宴二次会等の対応ができる多目

　的なスペース。

☆コンペルーム（3室）小会議室と

　しても活用し、夜はグループ談話、

　カラオケ等にも対応可能。

☆カラオケルーム（2i室）

☆麻雀ルーム（玉室5卓）

☆コ羅ン曇ン鯵リー（1室、洗濯機

　及び乾燥機／

☆売店　地元特産晶や当間グッズ、

　ゴルフ用晶やス潔一ツ踊晶の販売

　を行うとともに、コンビニエンス

　ストア的な晶揃え．。

会員料金（ゴルフニ1ラウンド1名様）

　　　　第1次法人会員を募集しています！γ

　本年7月より来年5月まで、第一次法人会員の募集を行っています。い

ずれも無記名式で4名単位で利用できるものです。

平　　日

コ」ルゲツウィー

久お盆、土・日

曜日・祝祭日

グリーンフイー 4，00D円 8，000円

カートヲィー 3，000円

種類 灘嚢登録霊 鑛資格保証金 禽　謙 内　　　容 摺　　治

諸　　経　　費 3，000円

スポーツ

A餐員
450万円 2，550万円 3，000万円

●宿泊施設の会員利用、

年間22泊（4名様単位）

●ゴルフ場・その他施設

の会員利用

ゴルフコース営業期
間中はゴルフプレー
に伴う宿泊を優先さ
せていただきます。

利　　爾　　税 1，200円

スポー饗

B餐藁
330万円 1，870万円 2，200万円

●ゴルフ場・その他施設

の会員利用
舎　　　　計 11，200円 15，200円

第1次法人会員を募集しています！γ

　本年7月より来年5月まで、第一次法人会員の募集を行っています。い

ずれも無記名式で4名単位で利用できるものです。

会員料金（宿泊：1泊1名様） 会員料金（その他のアクティビティ）

大人（中学生以上） 4，500円 施　　　　設 利用料金
テニスコート、パターゴルフ場、クア・

プール、スノーモービルコース
会員料金でこ利用できます。子供（4才以上小学生以下のお子様、3才以下でベッドの必要なお子様） 2，500円

乳幼児（3才以下でベッドが不要なお子様） 無　料
アリーナ、多目的グランド
クロスカントリースキーコース

無料（ただし、貸し切りの場合には有
料となります）

5　とお∬夢3　平成6年12月10日
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文
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
育
て
て
い
く
こ
と

で
す
。

　
珠
川
集
落
の
新
し
い
居
住
区
も
、
そ
ん
な
理

想
を
も
と
に
快
適
な
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
　
一
区
画
二
千
平
方
材
の
広
大
な

敷
地
に
春
以
来
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
各
住

宅
も
ほ
と
ん
ど
が
完
成
し
、
移
転
居
住
も
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
住
宅
コ
ン
テ
ス
ト
か
と
思
わ
れ

る
よ
う
に
一
変
し
た
こ
の
風
景
に
、
さ
ら
に
来

春
は
芝
桜
も
咲
き
乱
れ
る
な
ど
、
珠
川
台
地
は

ま
た
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

個’性的な住宅が並ぶファームビレッジ

講

’　　完成間近の管理ヤード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　→
来春から耕作を予定しているファームゾーン

用開始された簡易水道
（第3中継ポンプ場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしゅ
造成工事もほとんど終わり、来春の芝の播種を待つ14番ホール（ゴルフコース）

広域農道「珠川大橋」
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露株式会社当間嵩原リ甥一園

　　　　概　　要

ロ所在地　新潟県十日町市寿町璽丁目1番地盤

　　　T　E　L　　◎257－52－5788

田資本金　10億円

口設立平成元年2月

口役員（平成6年11月3⑧日現在）

代表取締役社長　　　　　　　　代表取締役副社長

　　　梅田健次郎　　　三宅溝士
代表取締役翻裡長　　　　　　代表取締役副社長

　　　本潤欣二郎　　　朝長賢郎
專務取締役土・屋宗紀取締役小川和雄

取締役山黍茂穂取締役行吉孝雄
取締役植良雄三取締役梅田貞夫
取締役丸橋信之監査役近藤哲雄
監査役宮下正利監査役富永雅・一
ロ株主（平成㊨年n月鐙田現在）

新　　　潟　　　県
十　　田　　町　　叢

中　　　里　　　村

鹿島建設株式会社
東京電力株式套挫
日本電信、電話株式会拙

株式会魅青木建設
ミサワホーム株式会社

株武会社讃響丁
スー・パー・スポーツクラブ

株式会社関電工
住友生命保険相互会社

東京海上火災保険株式会社

東北電力株式会社
株式会社日本債券信期銀行

株式会社さくら銀行

三菱信託銀行株式会社

東電不動産管理株式会社

羅瀬林業株式会社
共立建設株式会社
株式会社第四銀行
株式会麓北越銀行
東電環境滋ンジニアリング

　　　　株式会社
東東》ビングサービス

　　　　株式会社
株式会社新潟中央銀行

株式会社犬光銀行

新潟県信用組合
十日町商工会議所
十日町市農業協同組合

十日町織物工業協同維合

東電工業株式会社
東電設計株式会社

　
　
　
灘
灘

糠
轟
灘
鵡

難
翅
．
瓢
、
、

嚢
、
馨
・

萎
　
難
螺

麗
麗
麟
．
雛
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
鞭

｝
，
灘
　
・
　
　

削
　
、
葦
鱗
難
　
　
　
　
　
　
．
　
惹
婁
　
　
＾
『

　
灘
盟
　
　
　
『
颯
麟

　
　
．
融
　
　
　
　
　
“

地
域
の
人
た
ち
と
訪
れ
る
人
た
ち

と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
平
成
4

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
あ
て
ま
塾
」

来春からの湖畔整備を待つばかりの東コモ湖上池

改良された市道水沢珠川線

7　』お』F夢3　平成6年12月10日
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コ
潔

ψ

　
市
で
は
、
十
日
町
市
土
地
改
良
区
と
協
力
し
な
が
ら
、
ほ
場
整

備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
経
費
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
今
年
度
二
億
二
千
万
円
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
1
1
月
2
4
日
㈱
県
営
苗
場
下
段
地
区
が
竣
工
式
を
、
11
月
3
0
日

㈱
に
は
県
営
四
日
町
中
条
地
区
が
着
工
式
を
迎
え
ま
し
た
。

ま‘

県
営
苗
場
下
段
地
区

　
　
～
2
2
6
㎏
の
美
田
が
生
ま
れ
る
～

県
営
ほ
場
整
備
事
業
苗
場
下

段
地
区
の
記
念
碑
除
幕
式
と
竣
工
式

が
、
11
月
2
4
日
㈲
太
田
島
集
会
所
前
の

広
場
で
、
本
田
市
長
ら
関
係
者
6
0
人
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
石
は
津
南
の
自
然
石
。
「
麓
照
智
政
」

（
苗
場
山
麓
を
照
ら
す
あ
や
ま
り
の
無

い
優
れ
た
ま
つ
り
ご
と
）
と
平
山
知
事

　
き
ご
う

が
揮
毫
し
ま
し
た
。

　
苗
場
下
段
地
区
は
、
市
内
初
の
本
格

苗場下段地区上村工区（伊達地内）のほ場整備前（写真上）と

整備後（写真下）

晴天の中、記念碑の除幕式が行われま

した。（太田島地内）

的
な
ほ
場
整
備
事
業
と
し
て
、
昭
和
5
7

年
に
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
河
川
水
系
の

違
い
か
ら
、
水
沢
・
川
治
の
両
地
区
に

ま
た
が
る
1
7
工
区
か
ら
成
っ
て
い
ま
し

た
。
区
画
整
理
2
2
6
㎞
、
用
水
路
工

67

・
3
㎞
、
排
水
路
工
34
・
1
㎞
、
道

路
工
4
7
・
1
㎞
な
ど
を
2
9
億
3
千
9
0

0
万
円
の
事
業
費
で
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
ほ
場
整
備
事
業
は
、
平
成
元

年
度
に
は
県
営
吉
田
南
部
地
区
（
1
8

9
㎞
、
総
事
業
費
31
億
円
、
完
了
予
定

9
年
度
）
が
着
手
し
て
以
来
、
県
営
鉢

地
区
（
3
0
㎞
、
同
5
億
7
千
万
円
、
同

7
年
）
、
団
体
営
城
之
古
地
区
（
1
8
㎞
、

同
1
億
8
千
万
円
、
同
7
年
）
が
着
工

さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
に
は
県
営
下
条

地
区
（
1
4
7
㎏
、
同
2
6
億
5
千
万
円
、

同
n
年
）
、
県
営
新
座
大
井
田
地
区
（
2
1

㎞
、
同
4
億
5
千
万
円
、
同
1
0
年
）
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県

営
四
日
町
中
条
地
区

～
大
区
画
化
で
大
農
機
具
体
系
に
対
応
～
、

県
営
ほ
場
整
備
事
業
四
日
町

中
条
地
区
の
着
工
式
が
1
1
月
3
0
日
㈱
、

四
日
町
工
区
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
田
市
長
ら
関
係
者
約
6
0
人
が
出
席
し

て
、
工
事
の
安
全
と
事
業
の
完
成
を
祈

願
し
ま
し
た
．

　
地
区
の
特
徴
と
し
て
区
画
整
理
1
4

7
㎞
の
内
、
3
9
㎞
が
ー
㎞
（
1
町
歩
）

の
田
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん

ど
の
田
が
3
0
a
（
3
反
歩
）
以
上
の
田

と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
大
農
機
具
体
系

に
対
応
し
た
区
画
の
田
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
用
水
補
給
に
自
動
給
水
弁
が
採

り
入
れ
ら
れ
た
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
は
噛
水
位
を
指
定
し
て
お
く
と
、

自
動
的
に
そ
の
水
位
ま
で
水
を
給
水
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
朝
晩
の
水
見
の
作

業
が
軽
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
業
用

水
を
有
効
に
活
用
出
来
ま
す
。

　
区
画
整
理
1
4
7
血
、
用
水
路
工

28

・
2
㎞
、
揚
水
機
場
3
か
所
、
排
水

路
工
2
0
・
4
㎞
、
道
路
工
1
7
・
3
㎞
、

幹
線
道
路
工
5
・
8
㎞
、
客
土
9
5
㎞
な

ど
の
主
な
工
事
を
行
い
ま
す
。
総
事
業

費
は
約
3
0
億
3
千
万
円
で
、
平
成
1
0
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

地
区
は
、
四
日
町
・
下
島
・
上
之
島
・

梅
花
の
4
工
区
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

▲本田市長をはじめとする7人による鍬入之儀

〈
四
日
町
工
区
予
定
地
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．
覇

遷醸

交
流
協
会
が
派
遣
団
員
を
募
集

圏
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
締
結
2
0
周
年
記
念
國

　
市
で
は
絹
織
物
が
き
っ
か
け
で
、
昭

和
5
0
年
に
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
と
姉
妹

都
市
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

現
在
に
至
る
ま
で
様
々
な
交
流
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
は
、
姉
妹
都

市
締
結
2
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

◎予定コース

　
よ
り
幅
広
い
交
流
を
行
う
た
め
、
平

成
3
年
に
発
足
し
た
「
十
日
町
・
コ
モ

姉
妹
都
市
交
流
協
会
」
（
会
長
“
吉
沢

慎
一
さ
ん
）
で
は
、
音
楽
・
絵
画
・
姉

妹
校
締
結
の
推
進
、
物
産
見
本
市
の
開

催
な
ど
、
人
と
物
を
絡
め
た
交
流
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

の
春
か
ら
は
、
．
互
い
の
市
を
紹
介
す
る

ビ
デ
オ
の
製
作
も
行
っ
て
い
ま
す
。

圏灘 　蟻　　案
灘簸滞灘型鰯一蒸

　　　臼　　薬
ゆ翁捲蓬》藩ダ饗罪集辮翼一灘

　　鱈　　案
籔一日禦戴周遊籔一ス

総漣
㈱
成田空港一JAL419便→
ミラノ　　　　《ミラノ泊》

成田空港一JAL419便一
ミラノ　　　　《ミラノ泊》

成田空港一JAL419便→
ミラノよりコモヘ《コモ泊》

遡潴
㈹
ミラノ観光後、コモにて歓

迎レセプション《コモ泊》

ミラノ観光後、コモにて歓

迎レセプション《コモ泊》

コモ市内観光後、卜歓迎レセ

プション　　　《コモ泊》

醜4
㈱
コモにて自由行動

　　　　　　《コモ泊》

コモにて自由行動

　　　　　　《コモ泊》

コモよりフィレンツェヘ、
着後、市内観光
　　　《フィレンツェ泊》

剛5
㈱
OPニマッジョーレ湖観光

OP＝コモ湖観光　《コモ泊》

OPニマッジョーレ湖観光
OP：コモ湖観光　《コモ泊》

フィレンツェよりローマヘ、

着後、ローマ市内観光
　　　　　　《ローマ泊》

鰹6
働
コモにて自由行動

　　　　　　《コモ泊》

コモよりフィレンツェヘ、
着後、フィレンツェ観光
　　　《フィレンツェ泊》

ローマにて自由行動

　　　　　　《ローマ泊》

惚〆7
飼鰺

ミラノーJAL410便→
　　　　　　《機中泊》

フィレンツェよりローマヘ、

着後、ローマ市内観光
　　　　　　《ローマ泊》

ローマより空路パリヘ、着
後、パリ市内観光
　　　　　　　《パリ泊》

硲／8
㈹ 一→成田空港

ローマにて自由行動

　　　　　　《ローマ泊》

パリにて自由行動

　　　　　　　《パリ泊》

膨駐
㈲

出発までローマにて自由行
動、ローマーJAL410便→
　　　　　　　《機中泊》

ドーバートンネルを抜けて
ロンドンヘ、着後、ロンド
ン観光　　《ロンドン泊》

聡110
㈹嗜 一一→成田空港

出発までロンドンにて自由
行動、ロンドンーJAL402
便→　　　　　《機中泊》

Io翔
㈱ 一一→成田空港

概算費駕 250，000円 320，000円 370，000円

吊約金 30，000円 40，000円 50，000円

　
民
間
レ
ベ
ル
で
幅
広
い
交
流
を
行
っ

て
い
る
協
会
で
は
、
2
0
周
年
を
記
念
し

て
、
来
年
1
0
月
に
コ
モ
市
に
派
遣
団
を

送
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
是
非
コ
モ
市
を
訪
問
し
、
コ
モ
市
と

の
友
好
を
深
め
る
お
手
伝
い
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
．

だ
さ
い
。

■
コ
ー
ス

　
た
だ
し
、

お
早
目
に
お
申
し
込
み
く

A
・
B
・
C
の
3
つ
で
す
。

参
加
者
の
少
な
い
コ
ー
ス

　
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
参
加
者
の
希
望
を
取
り
入
れ
、
内

容
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
費
　
用
　
上
表
の
と
お
り
（
食
事
付

き
の
料
金
）
で
す
が
、
日
時
の
変
更

等
に
よ
り
、
多
少
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
．

■
申
し
込
み
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
明
記

し
、
希
望
す
る
コ
ー
ス
の
予
約
金
を

添
え
て
、
1
月
末
日
ま
で
に
十
日
町

商
工
会
議
所
（
本
町
3
・
智
5
7
1
5

1
1
1
）
へ
．

■
そ
の
他
　
参
加
者
が
決
定
次
第
、
料

理
や
イ
タ
リ
ア
語
な
ど
の
勉
強
会
を

開
催
し
ま
す
．

　　　　…雛一2　籔　，驚

　　　　　　　　　　ハ
’塾倉篠務局　喪
　（クロス10内　　　　　　　8

　智57－3345）へ。　　　望

プ
レ
イ
ベ
ン

■
と
　
　
き

■
と
こ
ろ

闘
入
場
料

■
内
容

名ト
発
表

卜

12
月
1
7
日
d
b
午
後
6
時
～

ク
ロ
ス
ー
0
（
大
ホ
ー
ル
）

3
、
0
0
0
円

雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
舞
台
命

　
　
　
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
出
演
タ
レ
ン

　
　
　
　
　
お
お
い
　
き
ん
ご

　
　
　
　
　
大
　
金
吾
（
雪
ま
つ
り
音

　
頭
の
歌
手
）
歌
謡
シ
ョ
ー
　
キ
リ
ン

　
缶
ビ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
（
あ

　
い
ざ
わ
か
お
り
さ
ん
）
に
よ
る
お
楽

　
し
み
抽
選
会
ほ
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ド
募
集

　
雪
ま
つ
り
の
期
間
中
、
市
内
の
地
理

や
交
通
と
合
わ
せ
て
、
歴
史
や
文
化
に

つ
い
て
も
心
暖
ま
る
案
内
を
し
よ
う
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
設
置
期
間
　
平
成
7
年
2
月
1
8
日
ω

　
正
午
～
午
後
9
時
・
1
9
日
㈲
午
前
1
0

　
時
～
午
後
3
時

■
募
集
人
員
　
2
0
人
程
度

■
そ
の
他
　
食
事
と
若
干
の
謝
礼
を
用

　
意
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
ま
で
に
数

　
回
の
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

記
念
缶
ビ
ー
ル
と
各
種

グ
ッ
ズ
好
評
発
売
中
〃

　
雪
ま
つ
り
記
念
缶
ビ
ー
ル
（
罰
、
。
リ
拐

缶
）
を
、
市
内
酒
店
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
御
歳
暮
や
市
外
へ
の
贈
答
品
（
十

日
町
市
の
P
R
に
）
に
い
か
が
で
す
か
。

　
ま
た
、
前
回
の
雪
ま
つ
り
に
、
十
日

町
高
校
出
身
で
、
世
界
的
な
デ
ザ
イ
ナ

ー
（
小
野
塚
秋
良
さ
ん
）
が
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
i
（
ネ
ー
ジ
ュ
）
を
製
作
し
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ー
ジ
ュ
を
使
っ
た

グ
ッ
ズ
（
ぬ
い
ぐ
る
み
、
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
、
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
）
を
ク
ロ
ス
ー
0

な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
記
念
缶
と

あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　　驚・　鞭嘱
灘

　
　
　
　
　
欝
難

鰺
灘
　
萎
『
購

　
　
　
　
毒
懸
．
鞍

　
　
　
熱
謹
．
蟻

　
　
　
　
灘
．
鰯
藤

　
　
　
　
灘
醒
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
酬

爆
発
的
に
売
れ
て
い
ま
す
（
ネ
ー
ジ
ュ
グ
ッ
ズ
）

9と6ガ詐お平成6年12月10日



「十日町あすなろ会』

　（代表＝樋熊良一）

欝鞭
陣

灘

平成3年8月　立山登山（左：剣沢キャンプ場にて憩う、右：室堂から立山に向う）

　「十日町あすなろ会」は、山やスキー、自然が好き

な人たちが集まり、昭和40年2月に結成されました。
　　　　　　ひのき会の名前は「あすは、檜になろう」と言う意味で付け

られました。当初は市内だけだった会員も、現在は川

西、津南、六日町にも広がり、女性も含めて31人にな

っています。11月27日（日〉には、創立30周年を祝いまし

た。30年と言う長い間、一度も休むことなく会の運営

創立30周年祝賀会（l　l月27日、市民会館）

を続けてこれたことが、檜になることよりも意義深い

ことと考えています。

現在会が行っている事業は、年1回の市民ハイキン．

グ、春から秋にかけて月に2回程度の登山、冬にはス

キー、さらに月見や花見、ボウリング大会などのレク

リエーション的なことも行っています。お盆などの長

期休暇の取れる時は、北アルプスなどにも出かけます。

また、平成4年には身障者を対象に、「ふれあい青年学

級尾瀬沼ハイキング」を行い、改造一輪車を作って身

障者にハイキングの楽しさを味わってもらいました。

登山の魅力は、直接自然に触れることが出来たり、

頂上をきわめた時の感激、さらに同じ釜の飯を食べて

行動するのでメンバーの結び付きが強くなることです。

でも、最近は楽しみが増え、個人で楽しむ傾向が強く

なり、若い人たちの入会が少なくなっています。

仲間や友達が欲しい、山登りや高原の散策を体験し

たいが個人ではチョット心細いと言う人、ぜひ入会し

ませんか。問い合わせは徳永唯重（智57－8444）へ。

　
焼
き
豆
腐
は
、
型
崩
れ
が
し
に
く
い

の
で
、
煮
物
に
向
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
豆
か
ら
出
来
た
豆
腐
は
、
良
質
の
た

ん
ぱ
く
質
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
で
い
ま
す
。

　
静
か
に
鍋
を
揺
す
る
の
と
、
と
き
ど

き
ス
プ
ー
ン
で
汁
を
す
く
い
か
け
る
こ

と
が
、
味
を
な
じ
ま
せ
る
コ
ツ
で
す
。

　
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
て
も
、
ト

ウ
ガ
ラ
シ
で
か
ら
み
を
つ
け
て
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
わ
が

家
お
す
す
め
の
メ
ニ
ュ
ー
の

一
品
で
す
．

〈
作
り
方
〉

①
焼
き
豆
腐
は
縦
二
つ
に
切

　
り
、
さ
ら
に
包
丁
を
寝
か

　
せ
る
様
に
し
て
、
9
横
に
2

　
紬
．
の
厚
み
に
切
る
。

②
シ
ョ
ウ
ガ
は
す
っ
て
お
く
。

霜垣セツさん
（麻畑・42歳盈57－3265）

　　　⑤　　④　　③たンす③れ合鍋めひ熱　〈材料〉
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
て
、

き
肉
と
シ
ョ
ウ
ガ
を
さ
っ
と
い
た

る
。で
、
だ
し
・
み
そ
・
酒
・
砂
糖
を

わ
せ
て
煮
立
っ
た
ら
、
豆
腐
を
入

て
も
う
一
度
煮
立
た
せ
る
。

を
鍋
に
加
え
て
、
静
か
に
鍋
を
揺

っ
て
混
ぜ
合
わ
せ
た
り
、
ス
プ
ー

で
汁
を
か
け
た
り
す
る
。
煮
立
っ

ら
出
来
上
が
り
．

　　4人分
焼き豆腐…2丁
ひき肉…1509

ショウが…少々

油…」￥さじ1

だし汁…1％カップ

みそ…大さじ4
酒…大さじ1

砂糖…大さじ1

や
ま
な
会
（
＋
日
町
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
）

⑨

プ0



β

⑰吉田保育園

灘
．
醐
襲

　　こつ　へい
春日孝平くん
　　（5歳）

　ちゃぼのお父さんを描いたよ

目がとってもかわいいんだ。足

じようずに描けたよ。

鞭

とも　　み

友美ちゃん

（6歳）

柳　ちゃぼのお田さんにひよこが生

まれたの。お田さんのとさかとひ

よこがきれいに描けたよ。

　
　
　
為
ず

懸
ス
愚

ン
話

ポイ

、

の
鋳

聖聖Merry　Christmas！

メリー・クリスマス！

　12月といえばクリスマス。英語圏ではこの時期をHo”一
　ヨ

daySeasonと呼びます。あわただしいけれど何だかワ

クワクする時期ですね。

　さて、道で立ち話をしている2人の会話です。

灘…闘鰹a騨・・墓。i購①盤盤灘騰驚mas蟹銘
　　1難瀦類馨養ぽ鯵驚i讐風礁二過濯“灘驚懸灘嬢1

騰1輸i醐糊樋②爾鯖翻’s鹸¢e．
　　　1叢達の蒙腱擢待惑総癒鱒葛驚懸離）‘

蓋1覇議輔腕e稲醸蟹総1ま楽畿そう総綾繍
露1》es．0胤，③1麟ave毒o　o．④Me離　C騰1総mas

　　　l菱難。おの、　癒う行瀞癒課懇は。　膿緯、　鍵嚇

　　一・鍵嚇i瀦懇鎮ノ鎌

継⑤M鮮C歴is舗a就。o・驚o◎ll縫魁舗、
　　メ腿一・ク》スマ嫉鱒

　あわただしく別れを告げている2人ですが、クリス
マスああいさつは忘れていませんね。①は「（金・時間

を）使う」という意味で、「過ごす」と訳せます。②place

は「場所」、転じて「～さんの家」として使われます。

③は、その場を辞する時、特に、少し急いでいる時な

どに使ってみましょう。④・⑤は、クリスマスが近付

くと、Goodbyeのかわりに交わされるあいさつ。ただ

し、クリスマス当日に会わない人に対して使いましょ

う。日本語の「よいお年を」に似たニュアンスですね。

それでは、Merry　Christmas！

㌧

β
㌧
そ

齋
木
’
ス

　
落
之
水
に
生
れ
て
落
之
水
で
生
き
て

き
た
ん
の
。
か
ぞ
え
で
八
十
八
に
な
っ

た
て
。

　
男
三
人
女
三
人
弟
妹
の
長
女
で
、
二

　
　
　
　
　
　
　
う
ち

十
一
の
歳
に
之
こ
の
家
に
嫁
に
来
た
ん

そ
う
。

　
今
ま
で
の
中
じ
ゃ
戦
争
の
ど
き
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん
　
　
　
　
　
も
ん

番
悪
か
っ
た
の
。
食
い
物
も
着
る
物
も

よ
う
い
じ
ゃ
な
く
て
、
か
き
っ
ぽ
や
あ

ん
ぼ
ば
っ
か
食
っ
て
た
ん
の
。
特
に
子

供
は
め
じ
ょ
げ
だ
っ
た
ん
そ
う
。

　
　
　
お
と
こ
し
ょ

　
そ
れ
に
男
衆
は
兵
隊
に
と
ら
れ
る
し
、

か
な
か
ね
火
鉢
や
蚊
帳
の
つ
り
手
ま
で

か
ね
る
い

金
類
は
み
ん
な
戦
争
の
た
め
に
供
出
さ

せ
ら
れ
た
ん
そ
う
。

　
嫁
に
来
た
今
の
家
が
、
か
い
こ
の
宿

ガ
さ
ん

（
落
之
水
・
87
歳
）

絃

を
し
て
た
ん
の
。
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で

一
生
懸
命
か
せ
い
で
、
そ
の
か
い
こ
の

　
　
　
　
　

で
き
が
良
く
て
そ
う
、
ち
っ
と
で
も
高

く
買
っ
て
も
ら
え
ら
ん
が
、
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
の
．

　
お
ら
の
子
供
の
こ
ろ
の
遊
び
道
具
は
、

み
ん
な
手
づ
く
り
な
ん
そ
。
が
っ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ず
き

び
（
虫
の
巣
の
殻
）
の
中
に
小
豆
を
入

れ
、
そ
れ
を
芯
に
し
て
ぜ
ん
ま
い
の
綿

を
巻
い
て
、
て
ん
ま
り
を
作
ら
ん
の
。

そ
れ
を
つ
く
と
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
音
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
ら
ん
だ
て
。
そ
れ
と
な
ん
ご
を
作
ら

ん
だ
ど
も
、
小
豆
を
盗
ん
で
親
に
め
っ

　
　
　
　
　
お
ど

か
っ
て
ご
お
ぎ
怒
さ
れ
た
ん
が
忘
れ
ら

ん
ね
え
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
か
げ
で
子
供
七
人
が
み
ん
な
ま
め

で
今
年
の
五
月
に
は
米
寿
の
祝
を
し
て

　
　
　
　
　
う
ち
じ
ゅ
う

も
ら
っ
た
し
、
家
中
が
大
事
に
し
て
く

れ
て
長
生
き
し
て
良
か
っ
た
て
の
。

　
今
の
楽
し
み
は
テ
レ
ビ
の
時
代
劇
を

見
ら
ん
と
、
近
所
の
衆
と
お
茶
を
飲
ん

で
話
を
し
ら
ん
が
な
に
よ
り
だ
て
。
色
々

な
ど
こ
も
い
い
ど
も
、
何
ん
て
っ
た
っ

て
家
が
一
番
い
い
の
。
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轡欝麟㈱癖懸

　　　　　　　　　　　ヨき ドい　　　　う　　べ　　　　　　　　　し　　　　　　 　　　 　　
　

げ　 　　　　 　　　　 　
　ル　

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆市役所は智57－3111　欝麟　

「
固
定
資
産
税
の

　
　
　
　
課
税
誤
り
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
市
長
本

　
市
で
は
、
平
成
6
年
度
が
固
定
資
産

の
評
価
替
え
の
年
で
あ
る
た
め
、
ま
た
、

自
治
省
が
指
導
し
て
い
る
「
課
税
資
産

の
内
訳
書
」
を
納
税
義
務
者
に
送
付
す

る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
5
年
度
か
ら

市
内
一
円
に
つ
い
て
現
況
調
査
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
調
査
中
に
、
住
宅
用

地
に
対
す
る
特
例
軽
減
措
置
が
、
5
年

度
以
前
の
も
の
に
一
部
適
用
も
れ
が
あ

り
、
過
徴
収
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
お
詫
び

　
　
　
　
　
　
田
欣
二
郎

　
私
は
、
市
長
就
任
時
に
こ
の
問
題
を

知
り
、
徹
底
的
に
現
況
調
査
を
す
る
よ

う
指
示
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
調

査
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
、
9
6
件
に
つ

い
て
適
用
も
れ
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
6
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価
替
え
の

年
で
も
あ
り
、
既
に
正
し
い
課
税
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
税
に
こ
う

し
た
誤
り
が
あ
っ
て
、
市
民
の
皆
様
の

信
頼
を
裏
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ

と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
市
の
国
民
健
康
保
険
料
の

資
産
割
は
、
固
定
資
産
税
の
税
額
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
部
の

方
に
と
り
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険

料
に
も
影
響
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
含
め
て
1
2
月
2
7
日
に
お
返
し
す
べ
く
、

還
付
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
こ
う
し
た
事
態
を
招
か
な
い
よ

う
、
全
職
員
が
心
を
引
き
締
め
て
業
務

に
あ
た
り
、
信
頼
の
回
復
を
は
か
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
政

へ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
て
お
詫
び
と
い
た
し

ま
す
。

住
考
用
地
の

　
　
　
異
動
は
申
告
を

　
住
宅
の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地
は
、

事
務
所
や
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
敷
地

に
使
っ
て
い
る
土
地
に
比
べ
、
特
例
に

よ
っ
て
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
住
宅
用
地
の
特
例
軽
減
措
置
と

い
い
ま
す
．

　
平
成
6
年
中
に
次
の
よ
う
な
異
動
が

あ
っ
た
人
は
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
こ
れ
ま
で
住
宅
の
敷
地
で
な
か
っ
た

　
土
地
に
、
新
築
ま
た
は
増
築
し
た

　
人

②
住
宅
を
取
り
壊
し
た
人
。
ま
た
は
、

　
事
務
所
や
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
も

　
の
に
替
え
た
人

■
申
告
先
　
印
鑑
持
参
の
上
、
7
年
1

　
月
2
0
日
働
ま
で
に
税
務
課
資
産
税
第

　
一
係
（
智
内
線
m
）
へ
。

国
税
の
相
議
会

　
所
得
税
・
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
国

税
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。
関
東
信
越

国
税
局
税
務
相
談
室
長
岡
分
室
の
相
談

官
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
1
2
月
1
4
日
㈱

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所

■
相
談
料
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
関
東
信
越
国
税
局
税

　
務
相
談
室
長
岡
分
室
（
盈
0
2
5
8

　
1
3
3
1
5
2
5
2
）
へ
。

蟹
馨
5
し
畠

工
業
統
誹
調
蚕

　
1
2
月
31
日
現
在
で
、
「
平
成
6
年
工
業

統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
1
2
月
中
旬
に
調
査
員
が
、
調
査
票
の

記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
製
造
業
を
営
む
事
業
所

一
調
査
内
容
　
事
業
所
数
・
従
業
者
数
・

で
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
快
適
な
ま
ち
つ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
美
観
や
環

境
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
、
不
法
投
棄
の
ご
み
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
中
魚
・
十
日
町
地
域
に
お

け
る
ご
み
の
不
法
投
棄
を
一
掃
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

廃
棄
物
不
法
投
棄
防
止
対
策
協
議
会
」

が
、
1
1
月
2
8
日
㈲
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
構
成
団
体
等
は
十
日
町
市
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
、
十
日
町
市
川
西
町

衛
生
施
設
組
合
、
六
日
町
保
健
所
な
ど

の
1
0
団
体
。
協
議
会
長
に
六
日
町
保
健

所
長
。
事
務
局
は
市
保
健
衛
生
課
環
境

衛
生
係
で
す
．

　
設
立
総
会
の
席
上
、
①
不
法
投
棄
防

こ
み
の
不
法
投
棄
一
掃
を
目
指
す

　
　
シ
「
十
目
町
市
・
中
魚
沼
郡
廃
棄
物

　
　
　
　
　
　
不
法
投
棄
防
止
対
策
協
議
会
」
を
設
立
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　　　　罰せられます

道路わきや休憩所における空き缶

の投げ捨て、また、建築廃材や家

製品など大量のごみが山問地の

などに捨てられています。

ごみを空き地、山、川などに捨て

と、法律により罰せられますので、

対やめましょう。

ごみの不法投棄箇所がありました

、保健衛生課環境衛生係（智内線

5》までご連絡ください。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

止
の
啓
発
②
不
法
投
棄
の
一
斉
監
視
③

不
法
投
棄
原
因
者
不
明
の
場
合
の
処
理

方
法
の
検
討
④
関
係
機
関
と
の
連
絡
及

び
協
議
な
ど
を
行
う
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
．

　
来
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
不
法

投
棄
防
止
啓
発
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
布
、

不
法
投
棄
箇
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
不
法

投
棄
防
止
の
た
め
の
研
修
会
の
開
催
な

ど
が
、
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
。
罵
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
係
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
生
さ

－
　
・
　
　
せ
　
所
衛
だ

ブ2



　　市役所は智57。3111喪喪喪喪麟繋磯馨

　
製
造
品
出
荷
額
・
原
材
料
使
用
額
等

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　
統
計
班
（
盈
内
線
識
）
へ
。

麹
月
器
臼
％
1
月
1
臼

　
　
　
ク
ロ
ス
葡
休
鵤

　
1
2
月
2
8
日
㈱
は
午
後
1
時
ま
で
営
業
。

　
1
月
2
日
㈲
・
3
日
㈹
は
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
の
間
、
物
産
ホ
ー
ル
・

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
み
営
業
し
ま
す
。

　
1
月
4
日
㈱
か
ら
は
、
通
常
営
業
（
午

前
9
時
～
午
後
5
時
）
と
な
り
ま
す
。

国
の
教
薄
q
ー
ン

　
　
年
金
教
育
資
金
貸
付

　
高
校
や
大
学
等
に
入
学
・
在
学
者
の

保
護
者
が
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に

10

年
以
上
加
入
し
て
い
る
場
合
に
、
教

育
資
金
を
低
利
で
借
り
ら
れ
ま
す
。
年

金
積
立
金
を
原
資
に
、
還
元
融
資
の
一

つ
と
し
て
㈹
新
潟
県
年
金
福
祉
協
会
が

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
貸
付
は
、
国
民
金
融
公
庫
の
一

般
教
育
ロ
ー
ン
と
併
用
出
来
ま
す
。

■
融
資
金
額
　
1
0
0
万
円
（
国
民
年

　
金
5
0
万
円
）

■
返
済
期
間
　
8
年
以
内
（
据
置
期
間

　
は
在
学
期
間
内
、
最
長
4
年
）

■
利
率
年
4
・
9
％
（
平
成
6
年

　
1
2
月
－
日
現
在
）

■
問
い
合
わ
せ
　
㈹
新
潟
県
年
金
福
祉

　
協
会
（
智
0
2
5
1
2
4
1
1
6
8

　
0
0
）
へ
．

騨
暮
　
集
畠

十
日
町
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　
ゆ
か
た
デ
ザ
イ
ン

　
十
日
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゆ
か
た
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ
実
行
委
員
会
（
雪
ま
つ
り
実

行
委
員
会
）
で
は
、
広
く
十
日
町
市
を

P
R
出
来
る
“
ゆ
か
た
”
図
案
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
作
品
　
①
未
発
表
の
も
の
に
限

　
り
ま
す
②
必
ず
「
雪
と
き
も
の
の
ま

　
ち
十
日
町
」
を
入
れ
る
（
文
字
の
形
、

　
大
き
さ
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
規
　
格
　
横
38
弛
．
×
縦
6
0
～
9
0
紬
．
の

　
画
用
紙
。
最
大
9
0
彼
．
お
く
り
の
着
尺

　
柄
（
連
続
柄
）
。
色
数
は
4
色
ま
で
。

表
現
は
自
由
．

■
応
募
資
格
な
　
し

■
賞
　
大
賞
”
1
点
（
賞
金
1
0
万
円
）

　
入
選
H
5
点
（
賞
金
1
万
円
）

■
発
　
表
　
応
募
作
品
の
中
か
ら
1
次

　
審
査
で
入
賞
作
品
を
6
点
選
び
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
期
間
中
、
公
開
審
査
に
よ

　
り
賞
を
決
定
し
ま
す
。

■
応
募
先
　
作
品
の
裏
に
氏
名
、
住
所
、

　
電
話
番
号
、
勤
務
先
、
年
齢
を
記
入

　
し
、
来
年
1
月
31
日
㈹
ま
で
に
十
日

　
町
市
観
光
協
会
（
十
日
町
市
千
歳
町

　
3
1
3
　
市
役
所
内
盈
5
7
－
3
3
4

■飲酒運転を追放しましょう
飲酒運転は重大事故につながります。

警酒難ま難Q，・1ぎ，．

11月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　糧 発盤傑数 負傷巻数 発義数

牽圖購帯
平成6年 24（198） 27（232） 0（6）

平成5年 21（156） 22（164） 2（8）

潤顧町
津繭町
索婁載

平成6年 10（98） 10（109） 0（2）

平成5年 12（110） 19（137） 0（5）

計
平成6年 34（296） 37（341） 0（8）

平成5年 33（266） 41（301） 2（13）

　　　　　飲酒運転で
　　ヨ刎　　　　　アーケードに衝突
　　鳶
　　　　　11月27日（日）午前3時40分ご
　　　　ろ、本町1丁目地内国道117号
上で、飲酒運転の大型ダンプカーが、
アーケードに激突する事故がありまし
た。運転者は会社の忘年会の後、はし
ご酒をして、ダンプカーを運転してい
ました。飲酒運転は絶対にしない、さ
せない！

国民年金事業功労で表彰

　11月21日（月）新潟市で開催された「国民

年金委員30周年記念大会」の席上、市内

から次の方が表彰されました。

　長年にわたる年金保険料の集金や、地

域の年金相談に尽力されて来たことが、

認められました。

　
5
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

り
保
撃
福
裡
血

漕
書
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

■
と
　
き
　
1
2
月
1
6
日
働

　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
a
5
7

　
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
m
・
毘
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
1
2
月
2
0
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
山
下
医
師
（
中
条
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
彰
　
劫

　
　
　
　
　
　
　
　
表
合
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
囎
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
庁
付
野

　
　
　
　
　
　
　
　
険
納
平

　
　
　
　
　
　
　
　
保

　
　
　
　
　
　
　
　
会
島
表

　
　
　
　
　
　
　
　
社
　
俄

轟職
．

礁
撫

　県知事表彰

蕪木芳松さん
　（神明町）

食品衛生功労で表彰

り
俸
寧
ス
ポ
ロ
リ
畠

市
長
杯
ソ
フ
ト

　
　
　
バ
レ
ー
大
会
結
果

　
n
月
2
0
日
㈲
、
2
6
チ
ー
ム
、
m
人
が

参
加
し
て
、
第
3
回
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
勝
”
東
下
組
ほ
っ
か
ほ
か
チ
ー
ム

2
位
H
六
箇
B
チ
ー
ム

3
位
“
フ
ラ
ワ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス

全
国
霞
年
大
会
蔭
占

古
沢
正
男
さ
ん
第
二
位

　
1
1
月
1
3
日
㈲
国
立
競
技
場
で
、
第
4
3

回
全
国
青
年
大
会
陸
上
の
部
が
行
わ

れ
、
古
沢
正
男
さ
ん
（
安
養
寺
・
2
7
歳
）

が
三
種
競
技
で
2
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

軟
式
野
球
の
部
に
続
い
て
、
十
日
町
市

の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

、
貢
。
ね
開
新
」
彰

り
に
た
ら
で
回
会
表

た
上
し
め
市
3
5
大
事
。

わ
向
ま
認
潟
第
生
知
た

に
の
き
が
新
「
衛
県
・
し

き
生
て
績
日
た
品
、
ま

長
衛
れ
功
7
れ
食
上
け

の
品
さ
の
月
さ
県
席
受

間
食
献
そ
1
1
催
潟
の
を

年

鰯
轟
騨
鍵
猷

むんさ

酎
　
　
　
県
酎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　懇

　　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　灘　　　　　　　　灘　　　　　　　繋　　　　　難　　　　欝　　纒　灘総
73盈rおガF夢3P平成6年12月10日
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ゆ
ぎ
ま
は

旧
D
瞬
－

y㏄
ふ
5
里
の
歴
史
散
歩
⑱

Sl　
明
治
三
十
六
年
織
物
工
場
の
休
日
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
織
物
組
合
の
資
料
室
に
、
今
か
ら

九
十
一
年
前
の
明
治
三
十
六
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
や

に
制
定
さ
れ
た
、
十
日
町
の
機
屋
の

「
機
業
休
日
規
定
」
（
写
真
）
が
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
休
日
に
関
す
る
最

も
古
い
記
録
で
す
。

　
現
在
の
織
物
工
場
は
、
繊
維
労
働

組
合
と
の
協
定
で
、
年
間
休
日
が
百

五
日
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
規
定
に
よ
る
休
日
は
わ
ず
か
二
十

二
日
で
、
現
在
の
五
分
の
一
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。

　
し
か
も
、
当
時
の
就
業
時
間
は
午

前
五
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
の
十
七

時
間
労
働
だ
っ
た
の
で
、
毎
晩
ヨ
ナ

ベ
一
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
休
日
の
内
容
を
み
る
と
、
国
の
祝

祭
日
は
一
月
一
日
の
四
方
拝
、
同
三

日
の
元
始
祭
、
同
三
十
日
の
孝
明
天

皇
祭
と
二
月
十
一
日
の
紀
元
節
、
三

月
二
十
二
日
の
春
季
皇
霊
祭
、
四
月

三
日
の
神
武
天
皇
祭
、
九
月
二
十
四

日
の
秋
季
皇
霊
祭
、
十
月
十
七
日
の

神
嘗
祭
、
十
一
月
三
日
の
天
皇
節
と

二
十
三
日
の
新
嘗
祭
の
十
日
間
で
し

た
。　
一
方
、
地
域
の
祭
り
や
年
中
行
事

は
一
月
二
日
と
五
日
の
大
正
月
と
一

月
十
五
日
、
十
六
日
の
小
正
月
、
四

月
二
十
七
日
の
諏
訪
神
社
の
春
祭

り
、
五
月
六
日
の
黒
姫
神
社
の
祭
礼
、

六
月
十
七
日
の
十
七
夜
、
八
月
十
四

日
・
十
五
日
・
十
六
日
の
お
盆
休
み

と
八
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
の
諏

訪
神
社
の
秋
祭
り
の
十
二
日
を
合
せ

た
二
十
二
日
間
で
、
七
月
と
十
二
月

は
休
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
明
治
三
十
六
年
と
い
う
年
は
、
大

阪
天
王
寺
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内

国
勧
業
博
覧
会
で
、
十
日
町
織
物
が

大
量
に
上
位
入
賞
し
て
産
地
の
評
価

を
高
め
た
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。

こ
れ
も
多
く
の
働
く
人
た
ち
の
厳
し

い
労
働
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

明治36年制定の「機業休日規定」

ホ・櫛

㊥

オオカマキリの卵のう

　大きなおなかをしたメスが頭を下に

向けて産卵していました。おしりの先

から白いねばねばした液を出し、枝に

付けます。ゆっくりおしりでこねて泡

立てた中に約200個の卵を産みます。
　　　　　　　　　　　　

　卵のうの泡の中には、空気が詰まっ

ています。空気の弾力のおかげで草木

が卵のうにぶつかっても、卵には傷が

つきません。また、泡の中の空気は外

の冷たい空気をさえぎる役目もしてい

るので、中の卵が凍ることもないとい

われています。自然の巧妙な仕組みを

オオカマキリの卵のうに見ることがで

きます。冬を越した卵は、幼虫になる

1か月ほど前から少しずつ変化してい
きます。

　卵のうの地面からの高さをもとに積

雪量を予想する人もいます。カマキリ

の卵のうを探し、積雪量を予想してみ

ませんか。

今月の表紙
　12月3日dbから寒波が襲来しまし

た。今月の表紙は、雪化粧した十日

町市街地の風景です。

　今シーズンの初雪は11月27日（日）で

した。過去10年間では、昭和62年の

11月28日に次ぐ遅い初雪となりまし

た。過去10年間のデータと比較して、

今シーズンの雪について予測してみ

ませんか。

市の動き
（11目末日現在）

45，697人（前目比＋1）

　22，519人（〃　一4）

　23，178人（ノノ　＋5）

ロ
男
女

人■

（前月比十8）12，747■世帯数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簸

　
　
　
　
編
集
後
記

　
　
　
♂

□
今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
年
の
暮
れ
。

こ
の
時
期
、
家
族
で
一
年
間
の
出
来
事
を

振
り
返
え
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
そ
ん
な
に

“
い
い
こ
と
”
は
な
い
け
れ
ど
「
何
で
も

な
い
よ
う
な
こ
と
が
幸
せ
だ
っ
た
と
思
う
」

そ
ん
な
言
葉
を
交
わ
し
て
と
り
あ
え
ず
こ

の
一
年
に
感
謝
．

　
市
報
1
2
月
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
年

も
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

□
今
年
4
月
に
総
務
課
に
異
動
と
な
り
、

秋
に
は
結
婚
と
い
う
、
大
変
動
き
の
多
い

一
年
で
し
た
。
市
報
編
集
デ
ス
ク
で
は
今

秋
二
人
が
結
婚
し
ま
し
た
。
結
婚
休
暇
の

ラ
ッ
シ
ュ
の
中
、
取
材
、
原
稿
作
成
な
ど

を
こ
な
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
面
々
に
心
か
ら

感
謝
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
、

ス
タ
ッ
フ
の
ホ
ッ
ト
な
ハ
ー
ト
が
感
じ
ら

れ
る
市
報
で
あ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

74この紙は再生紙を使っています。

羅
　‘　1


